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7．関節 リウマ チ患者に対す る LCAP の有効性
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　 【目的】関節リ ウ マ チ （RA ）の 治療に お い て は 生物

学的製剤を筆頭に薬物療法が 著明な効果を上 げて い る

が ア レ ル ギ
ー

や感染症の 存在などの 理 由によ り， 薬物

療法に使用制限 の ある患者も多い ．当院 で は こ の よう

な症 例 に白血 球除去 療法 （LCAP ）を導 入 して い る．

85 例 の 自験例 を ま と め
， そ の 有効 性 に つ い て 評価 す

る．

　【方法】対象 ；順天堂大学膠原病内科で 2006年か ら

2013 年 5 月まで に LCAP を施行 された RA85 症例．

LCAP 施行前，1 ク
ール 終 了 時，終 了 後 4 週 間 で

DAS28 −CRP，　 ACR コ ア セ ッ ト，　 SDAI，　 CDAI を用

い て活動性 の 評価を行 っ た．

　【結果】LCAP 施 行前後 で 臨床 症状，検査 デ
ータ と

も改 善を示 して お り，ACR20 ，50，70 達成率 は各 々

60．0％，29．4％，14．1％ の 結果が得 られ，終了後 4週 ま

で 効果が継続 して い る こ とが確認 された．

　【考察1RA に対する LCAP の 有効性 ・安全性 に つ

い て の 報告 は 2000年以 降散見 され，い ずれ も有効性

が証 明され て い る．2 ク
ー

ル 目以上 の 施行 を続 けた症

例 も終了後　治療効果を認 め て お り，LCAP は RA

の 難治性症例 に対 して も有効 な治療選択肢 の
一

つ に挙

げられ る と考えた．
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　症例は 33 歳女性．妊娠 7 週 3 日よ り吃逆 が出現 ．

その 後歩行時の ふ らつ き ・構音障害 ・嚥下困難が出現

した ため妊娠 9週 0 日 に当院入院．頭部 MRI 上，延

髄の 正申か ら左背側に T2 ・FLAIR 高信号を認め，髄

液検 査 で 単核球優位 の 細胞数増多と蛋 白軽度 上 昇 を認

め た．入 院 同 日よ りス テ ロ イ ドパ ル ス 療法 （1，000

mg ／口 × 5 日間）を施行 したが，全方向視で 上方向性

垂 直性 の 眼振 ・上 肢優 位 の 小 脳 失 調 を認 め た ため，

IAPP （TR −350，　PV 　1，500　ml ，2 回）を追加 した．　 IAPP

施行 中 は 循環動態 の 変動 な く経過 したが，施行翌 日 よ

り呼吸苦 を訴え，心 エ コ ーで 左室駆 出率 19％ と著 明

な心機能低下 を認め たた め ，挿管 ・呼吸器管理 とし，

補助循環挿入を行 っ た．抗 AQP4 抗体陽性 ・神経症

候 よ り NMO 　sd と診断 した．そ の 後心機能改善 し補

助循環 お よび 呼吸 器離 脱 し，ス テ ロ イ ドパ ル ス 療法

（500mg ／日 x6 日間） と IAPP （TR −350，　PV 　l，500　ml ，

3 回）の 併用療法 を 施行 した と こ ろ
， 著 明な神経症候

の 改善を認め た．本症例 は急性期か らの ス テ ロ イ ドパ

ル ス 療法お よび免疫吸着療法の 併用 によ り神経症候 の

改善を認めた と考え られた．

9．B 型慢性肝 炎を合併 し た潰瘍性大腸炎に対 し て，

　 GMA を施行 した 1例
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　【背 景】C 型 肝炎 ウイ ル ス につ い ては ， GMA に よ

る ウ イ ル ス 低減 効果 がある こ と が報告され て い る．一

方，B 型肝 炎の 再活性化が注 目され る 中，免疫系 に介

入す る GMA の B 型肝炎 ウ イ ル ス （HBV ）に対す る

影響 は明 らかではな い ．

　【目的】今回，B 型慢性 肝炎患 者 に 対 して GMA を

行 い ，治療経過 中 の HBV 量 を測定 した の で報告する．

　【症 例】39歳 男性，主訴は 下 血 ．精査の 結果，潰瘍

性大腸炎全結腸型 と診断さ れた．症状 コ ン トロ
ー

ル に

は PSL 　20　mg 投与が 必要で あ り，　 PSL 依存型 として

GMA を行 っ た．以前か ら HBV キ ャ リ ア が 明 らか に

なっ て お り，PSL 開始時よ りエ ン テ カ ビ ル 0．5　mg を

開始 し た．HBV 　DNA 量 は GMA 開始前 7．4　log コ ピ

ーで あ っ たが，4 回 目施行 前 に は 6．710g コ ピー
と漸

減 した．一
方，GMA 前後 で は，　 DNA 量に 差は み ら

れ なか っ た．消化 器 症状 に関 して は GMA が 著効 し

PSL の 減量 が 可能で あ っ た ．

　【結 語】エ ン テ カ ビ ル投与下 で B 型慢性肝炎に対 し

て 安全 に GMA が施行可能で あっ た．ウ イル ス 量減少

効果 はみ られな か っ た．
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